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ぬりつぶし：お休みです 

  ④                        みんなで そだてる たのしい 「みんと」 

火～金 

10：00～19：00 
土･日･祝 

10：00～17：00 

開
館
時
間 

あんころもち 

きびだんご 

おはなし会 

 

 

 ①             

 

 

詳しい内容については１０月号でお知らせします。２０日（土）より通常通り開館します。 

ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご協力のほどよろしくお願いします。 

祝日は 

１０：００～１７：００ 

まで開館しています。 

 
 
 

 

祝日の翌日は休館ですが、翌日が

土曜・日曜の場合は開館します。 

１０月は特別整理期間のため長

期休館いたします。詳しい内容は

４ページをご覧ください。 

日 月 火 水 木 金 土

7 8 9 10 11 12 13
(祝)

(館内整理日)

１０/

 10月 
 

休館中、ホームページは閲覧できます。 

パソコン、携帯での本の検索や予約、利用照会、パスワードやメールアドレスの登録、

変更はできます。ただし、予約取り置きの連絡は特別整理期間終了後からとなります。 

ご不明な点がありましたら下記までご連絡ください。 

☎鹿島市民図書館 0954-63-4343 

 

日 月 火 水 木 金 土

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

(祝) (祝)

館内整理日

９/

 ９月 

 かしま市民立楽修大学

鹿島市民図書館  
〒849-1312 

鹿島市大字納富分 2700-1 

Tel  (0954) 63‐4343 

Fax  (0954) 63‐2217 

ホームページ 

http://www.library.city. 
kashima.saga.jp 

＜QRコード＞ 

Eメール 

kashimal@theia.ocn.ne.jp 

「本のポスト」はエイブル

の正面玄関横にあります。 

本は図書館の休館日や、開館前、閉館後などに「本

のポスト」に返却ができます。開館中にポストは開

きません。また、下記のものはポストに返却すると

壊れたり、破れたりするため開館時に返却カウンタ

ーにお持ちください。 

■ポストに返却できないもの■ 

・CD ・DVD ・ビデオ ・CD/DVD/CD-ROMが付録でついている本 

・雑誌 ・大型絵本 ・紙芝居 ・シアター ・汚れや破れがある本、雑誌など 

★私物の本や雑誌などがまざっていないか返却の前に確認をお願いします。 

１０月は特別整理期間があるため、
最終木曜日は開館します。 

その日は朝からスタッフみんな落ち着きませんでした。前日にざるを使って作ったくす玉を、はしごに登って取りつ

ける者、カウンターのチェックをする者、…開館１１年、２００万人目の来館者はどんな方でしょうか？あと２０名と

いう頃から手動のカウンターに切り替え、指おり数えて待っておりますと…ようこそ！２００万人目のお客様は嬉野の

女性の方です。苦戦したくす玉も無事にわれ、居合わせた皆様の温かい拍手に包まれて、ささやかな記念品等の授与式

を行うことができました。ご協力いただいた方々、これまで図書館を利用していただいた沢山の方々のおかげです。本

当にありがとうございました。 

いろいろな方が来られる図書館の日常。そのひとコマを紹介します。「お久しぶりです。高校時代よくお世話になって

いましたが就職して早6年…だいぶ間があきましたが、またイラストコーナーに来てみました。あい変わらず学生さん

たちのイラストと心のこもったコメントに、少しクスッと笑いながらとても懐かしい気持ちになりました…」イラスト

に添えられた文章はまだ続き、仕事にも慣れて余裕が出来たこと、スキルアップの勉強のため来館したことがつづられ

ています。スタッフの「また来て下さってありがとうございます！…」というコメントを添えて、ヤングコーナーの片

隅にはらせていただきました。このコーナーに貼られたイラストたちを眺めるのを楽しみにしている子もいるようです。  

お盆の時期には、帰省したお孫さん達と来館されるご家族や夏休み中の大学生もよくお見かけし、カウンターごしに

「大きくなったねえ」などという会話が交わされていました。さまざまな年代の方 

が利用しやすい、そして、なつかしく足を運びたくなるような図書館をめざして、 

今後も地道な努力を続けていこうと思っております。                                 

終わってしまいましたね、夏休み…。子どもたちはガッカリ、大人はホッと一息というところでしょうか？ 

図書館も毎年夏休みには多くの子どもたちの姿で賑わいます。いろんな珍事件も起こりますが、子どもたちが

たくさん利用してくれるのは、私たちスタッフにとっても、うれしいものです。２学期が始まり、少しだけ静

かになった平日の図書館。さあ、大人のみなさんの出番ですよ！たくさんの本や音楽、映像があなたとの出会

いを待っていますよ。                                     （Ａ） 
                                

図書館長 野﨑千代美 
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鹿島市民図書館は平成１３年の開館から１１年がたちました。 

今後もみなさまに愛される図書館を目指して職員一同努力してま 

いります。今後も鹿島市民図書館をよろしくお願いいたします。 

下記以外にも『烏に単は似合わない』 阿部智里：著（小説）、『60才からはじめる英会話』野田哲雄：著（言語）、『50℃洗い』平山一政：著（技術）、『生きていく力。』小雪：著（芸術）などいろんなジャンルの本が届いています。 

 ③              ねぇ ねぇ みてみて みんなの 「みんと」  ②             「みんと」  の  みん  は 「みんな」 の  みん 

『実はスゴイ！ 

大人のラジオ体操』 
中村格子：著 秋山エリカ：監修 

講談社：出 

私たちが知っているラジオ体

操。正しく行えば、美脚・くび

れ・肩こり解消などさまざまな

効果が！新しく覚える必要も、

道具を準備する必要もないの

で気軽に挑戦できます。 

『切るナビ！庭木の 

剪定がわかる本』 
上条祐一郎：著 

NHK出版：出 

剪定は正しく切らないと花が咲

かなくなったり、形が崩れたり、

病害虫発生の原因にもなりま

す。木のタイプ別にわけて剪定

の方法が解説されているので、

わかりやすく初めての方でも安

心です。 

『癌だましい』 
山内令南：著 

文藝春秋：出 

食に執着する麻美は、末期の食

道癌の告知を受けた。しかし彼

女は治療もせず食べ続ける。飲

み込めないままひたすらに噛

み続ける…。著者も末期の食道

癌を患いながら執筆し、この作

品で文學界新人賞受賞。その１

０日後にこの世を去った。 

『具材2つで！ 

おいしい餃子』 
重信初江：著 

家の光協会：出 

手作りすると切ったり絞ったり、

意外と手間がかかる餃子。おいし

い餃子を手軽に楽しみたいという

方へおすすめです。具材２つでシ

ンプルだけどちゃんとおいしい！ 

アレンジもしやすく、お弁当やお

つまみなどでも使えそうです。 

『生協の白石さん 

学びと成長』 
白石昌則：著 

ポプラ社：出 

「生協の白石さん」が送るほっ

こり人生相談。どんな質問にも

真摯に誠実に「うまいこと」答

える白石節は今も健在。悩み事

は学業、就職から恋に私生活に

様々。白石さんの学生時代の寮

生活の話も掲載。 

大人気だった夏休み教室。その様子を報告します！ 

まずは「画用紙作り」からスタート！好

きな色をローラーで塗ったよ。初めて使

う道具にみんなわくわく★ 

自分の気持ちを色で表すこともできる

ことも初めて知ったよ！みんな、描きた

い場面が決まっていたのか画用紙いっ

ぱいにどんどん筆が進んでいました。ど

の子の絵も力作ぞろいでした。 

鹿島市干潟展望館の中村安弘先生のお話で

は、有明海の成り立ちや干潟の土はどこから

きたのか？日本で有明海だけにしかいない生

き物が 7 種類もいることなど、初めて聞くこ

とばかりで、子どもたちは「へえ～、そうだ

ったの」の連発でした。また、ミニミニ水族

館の生き物を食い入るように 

見つめる目！海水の浄化実験 

では、墨汁入りの海水が潟泥 

の力できれいになり「潟泥っ 

てすごか～！」の歓声があが 

っていました。 

２００万人目は嬉野市にお住まいの一般女性です。 

突然のことに「ただただ驚いています」とおっしゃっていました。鹿島市民図書館を月に

２回ほど利用されているとのこと。来館されていた他の利用者の方が見守る中、くす玉割

りや記念品贈呈のセレモニーを行い、館内は温かい拍手につつまれました。 

９月１７日は敬老の日です。図書館内の「シニアコーナー」では中

高年の方へのおすすめ本を展示する予定です。ぜひご覧ください。 

「はげまして はげまされて」 

竹浪正造：著 廣済堂出版：出 

９３歳のおじいちゃんのまんが絵日記。テレビで紹介された

のをきっかけに書籍化。電化製品や電話機が初めて家にやっ

てきたとき、子や孫の成長など温かい思い出がいっぱいです。 

 

「紅梅」       津村節子：著 文藝春秋：出 

多忙のため看病に尽くせない葛藤、予期せぬ夫の最期。夫・

吉村昭の一年半にわたる闘病と死を妻と作家両方の目で見つ

め、５年をかけて作りあげた小説。 

 
その他にも…「前向き。」吉沢久子：著（マガジンハウス）、「百歳」柴

田トヨ：著（飛鳥新社）、「すべては今日から」児玉清：著（新潮社）、

「１００歳の金言」日野原重明：著（ダイヤモンド社）などがあります。 

高学年は田澤記念館館長田中勉先生、低学年は野﨑 

図書館長から文章の書き方や、コツを教わりました。                   

 

 

 

講習の後は図書館へ移動。３グループにわかれて 

図書館スタッフが物語やノンフィクション、戦争 

など様々な本をブックトークで紹介しました。（下） 

田中勉先生（左）と 

野﨑図書館長（右） 


